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３学期 始業式

新年が明け、早１ヵ月が過ぎました。 

１月６日（金）には、子どもたちは元気に登校し、３学期 

                       の始業式を迎えることができました。教室、校庭、運動場に子 

どもたちの元気な声が響き、学校は日々活気づいています。 

  学年まとめの学期・・・子どもたちの笑顔とやる気に溢れ 

た日々、一人一人が自己の成長に喜びを感じられるような締め 

くくりを目指して指導・支援に邁進していくよう、私たち教職 

員も心を新たにしております。  

 

 始業式では、新年のあいさつの意義や大切さとともに、子どもたちに 

「一年の計は元旦にあり」という話から始めました。 

新たな年の始めに、めあてを自分で決めて、自分でやってみる年にし 

ましょう。今年は卯年、ぴょんぴょんと軽やかに元気に飛び跳ね、「今年 

のめあてや３学期のめあて」に向かって途中であきらめずに粘り強く、 

また、曽根っ子の３つの姿「考える子」「やさしい子」「元気な子」を意 

識して頑張ってほしいと話しました。 

 また、最後に、１月を「睦月」と言う和風月名を紹介し、年末年始に親しい人たちが集まって睦み合う、すな

わち「仲よくし合う」ということから「睦月」とつけられたことや、卯年に因んで、ウサギが登場する「しんせ

つなともだち」という絵本も紹介しました。 

食べものがない寒い冬に、お腹のすいた子うさぎが蕪を２つ見つけ、同じように食べ 

物に困っているだろう友達のことを思って家まで届けるところからこのお話は始まり、 

子うさぎから、ろば、山羊、小鹿へとその輪は繋がっていき、再び子うさぎの元へ親切 

のバトン（蕪）が届けられるというもの・・・自分のことだけを考えず、友達のことを 

考えた優しい気持ちのつながりが、冬の夜空に温かさを届けてくれたという話で、曽根 

小のみなさんも、たくさんの友達と優しさでつながって、仲のよい「睦月」から始まる 

一年、心温かな学校にしていきましょうと話をしました。 

 教育活動やマスク着用等については制限の緩和が徐々になされてきているところですが、新型コロナの感染状

況やインフルエンザの流行などを鑑みると、学校においても、まだまだ感染防止対策に継続して努めていかねば

ならない状況であると言えます。手洗い・消毒、適切なマスク着用など基本的対策に加えて、寒い時期ですが、

「換気」等にも十分気を付けて、感染予防・健康管理をしていきたいと思っております。 

  

  「才野文庫」     今年度も、学校医の才野恂子先生より、 

             たくさんの本をご寄贈いただきました。 

                      「才野文庫」として図書館 

                    に置いてあります。いろいろ 

な学習・読書にどんどん活用 

してほしいと思います。 

 図書委員会の児童が、全校を 

代表してお礼の手紙を作成して 

います。この学校だよりとともに 

お届けし、感謝をお伝えします。 

 才野先生、ありがとうございました。 



曽根小学校 創立１５０周年記念式典・記念公演                       

 

  １月２０日（金）曽根小学校の創立１５０周年を祝う式典と 

記念公演（人形劇鑑賞）を行いました。式典では、岡山市議会 

議員  宮武 博 様をはじめ、多数のご来賓の皆様にご臨席いた 

だき、宮武様にはご祝辞もいただきました。参加希望の保護者の皆様に 

もご臨席いただき、記念すべき節目の年を、全校児童と教職員ともにお 

祝いすることができました。 

 曽根学区連合町内会長の小寺様を委員長として、昨年度から式典や記 

念公演の計画・準備、記念誌の作成・記念品の準備等、実行委員会の皆 

様には大変お世話になり、本当にありがとうございました。 

                           創立記念式典に先立ち、子どもたちには、１７ 

日（火）の朝に校内ＴＶ放送で、曽根学区や学校                                                               

の歴史について話をしました。 

興除地域の成り立ちや地名の移り変わり、明治 

６年１月に「第六番学区西疇小学」「第七番学区 

曽根小学」という二つの学校として開校して以来 

１５０年の歩みと昔の様子、また、曽根小の子ど 

もたちをずっと見守り続けてきた校庭の「くすの 

木」の話などを映像と共に伝えました。 

 この創立記念に向けては、子どもたちも「わた 

したちの学校」のために何ができるか、と「感謝」 

の気持ちをもって１５０周年を祝う取組をいろ 

いろと考えてくれました。清掃活動は言うまでも 

なく、１・２年生は「おめでとう」の花、３年生 

は「曽根小の自慢」を描いた絵皿、４年生は「マ 

スコットキャラクター」を考えたメッセージカー 

ドを作成し、廊下掲示等で学校をきれいに飾って 

くれました。５年生は、学校に感謝の気持ちを全 

校の一人一人が伝えるためのメッセージカード 

を手作りし、全校分を取りまとめて掲示してくれ 

   記念公演人形劇「ごめんね シロ」    記念誌・記念品    ました。そして、最高学年６年生は、「ありがと 

う イーネ！ソーネ！」という大きな横断幕を作って 

くれました。 

 式典当日は「大寒」・・・とても寒い一日となりま 

したが、どの学年も立派な態度で式典に臨みました。 

６年生代表児童による「お祝いの言葉」も大変素晴ら 

しく１５０周年を祝う式典に花を添えてくれました。 
   山本一舟先生 書「曽根小学校沿革史」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


